
命の木と丹田 

 

第１回 エデンの園＝人体という視点 

 

旧約聖書の冒頭に記されている創世記は、人類の起源を語る物語であると

同時に、深い象徴を秘めた霊的な書物です。 

その中でも、特に注目すべきなのは「エデンの園」の描写です。 

エデンは単なる古代の楽園伝説ではなく、人間の身体そのものを映し出し

た「霊的地図」として読むことができるのです。 

 

１．エデンの園の中央＝丹田 

聖書にはこう記されています。 

「また主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土から
はえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る木とをはえさせら
れた。」（創世記２章９節・口語訳 以下同） 

ここで強調されているのは「中央」です。園の中央に命の木が置かれてい

るという描写は、生命の秩序を保つ中心軸が存在することを示しています。 

これは人体に置き換えれば、「身体の中央に生命の源泉がある」という比

喩と理解できます。東洋思想でいう丹田がまさにその位置にあります。丹田と

は、臍の下約３指の位置にあたる下腹部の一点で、東洋医学や武道において生

命エネルギー（気）を蓄える要所とされる場所です。 

人間の体は頭・胸・腹の三つの領域に分けられますが、重心が最も安定す

るのは腹、すなわち丹田です。 

 

２．人体は小宇宙 

古代の人々は人体を「小宇宙」と考えました。東洋医学では「天人合一」

という言葉があり、自然界の秩序は人間の身体に反映されているとされます。 



西洋においても「ミクロコスモス（小宇宙）」という概念があり、同様に

人間の身体は宇宙の縮図と見なされました。 

この視点から読むと、創世記に描かれたエデンの園は、単なる神話的空間

ではなく、人間という小宇宙の中心、すなわち身体を象徴する舞台であったと

考えられるのです。 

 

３．四つの川と身体の循環 

創世記にはさらにこう記されています。 

「また一つの川がエデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四
つの川となった」（創世記２章 10節） 

これは人体における循環の象徴と読むことができます。つまり、血液の流

れ、リンパの流れ、神経の伝達、そして経絡（気）の循環の四つです。いずれ

も全身を巡り、生命を維持する不可欠の流れです。 

エデンの園から流れ出た川が世界を潤したように、身体の中心から生じる

循環が全身を活かしているのです。 

また、四という数字には「全体性」の意味があります。四季、四方、四大

元素。エデンの川の四分流も、生命が全体に行き渡る秩序を象徴していると考

えられます。 

 

４．園を耕し、守る使命 

神はアダムに使命を与えました。 

「主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、
これを守らせられた」（創世記２章 15 節） 

これは単に農業労働を意味するのではなく、自らの身体を整え、養い、守

ることを意味していると捉えることができます。 

呼吸を整え、食を節し、心を澄ますことは、園を耕すことに通じます。ま

た、不摂生や暴飲暴食、過度なストレスは園を荒らすことに等しいのです。 

人はそれぞれ自分の身体という「エデンの園」を与えられており、その園

をどのように扱うかが人生の質を決定づけるのです。 

 



５．失楽園と身体意識の喪失 

人類の始祖アダムとエバは、善悪を知る木の実を取って食べたことで神の

戒めのみ言に背き、エデンを追放されました。 

「そこで主なる神は彼をエデンの園から追い出して、人が造られた
その土を耕させられた」（創世記３章 23節） 

この出来事を身体論的に解釈すれば、人が「命の中心」から意識を離し、

知識や思考に偏ったことを意味していると言えるでしょう。 

現代人は頭脳を酷使し、知識社会を築きました。しかし同時に、身体の声

を忘れ、腹の感覚を軽んじてきました。 

これはエデンの園から追放された人間の姿そのものです。命の木から離れ

ることは、生命の根源から切り離されることに他なりません。 

 

６．内なるエデンを復帰する 

しかし、聖書の物語は失われたまま終わるのではありません。黙示録には、

再び命の木が登場します。 

「都の大通りの中央を流れている。川の両側にはいのちの木があっ
て、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民
をいやす」（ヨハネの黙示録 22章２節） 

命の木は川のほとりに立ち、その葉は諸国民を癒やすと記されています。

これは「再び生命の中心に立ち返る」ことを象徴しています。 

東洋的に言えば、丹田に意識を戻し、身体の中心に立ち返ることです。腹

を据え、呼吸を整え、心を澄ますことによって、内なるエデンは再び復帰され

るのです。 

 

７．第１回のまとめ 

創世記のエデンの園は、遠い昔に失われた伝説の地ではなく、今も私たち

の身体の中に息づいています。 

エデンは人体であり、命の木は丹田であり、川の流れは血液や気の循環で

す。そして、園を守る使命は、自らの身体を大切に養うことに他なりません。 



人が再び命の木に至るとは、身体の中心を意識し、内なるエデンを整える

ことです。聖書の物語は、単なる神話ではなく、人間の身体と生命の神秘を指

し示す霊的な地図だったのです。 

 

 

第２回 腸と免疫力の秘密 

 

創世記において、エデンの園の中央には「命の木」が置かれていました。

それは人間に永遠の命を与える象徴でした。 

東洋的な視点から見ると、この命の木は人間の身体の中心、すなわち丹田

を象徴していると考えられます。 

そして現代科学は、丹田の位置にある「腸」が、人間の生命維持に極めて

重要な役割を果たしていることを明らかにしています。 

 

１．命の木と丹田の象徴性 

創世記はこう記しています。 

「また主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土から
はえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る木とをはえさせら
れた。」（創世記２章９節・口語訳 以下同） 

命の木が「中央」にあるという点は極めて象徴的です。身体の中央にある

丹田は、武道や瞑想において「気を蓄える根源」とされ、精神的安定と肉体的

バランスの要です。 

命の木が生命の根源を象徴するように、丹田は人間の生命力の中心を象徴

しているのです。 

 

２．腸は「第二の脳」 

丹田の位置には腸があります。近年の研究で、腸は「第二の脳（セカンド

ブレイン）」と呼ばれるほど重要な役割を持つことが分かってきました。 



腸には膨大な数の神経細胞が存在し、自律的に働き、脳に次ぐ神経ネット

ワークを備えています。 

人間の感情や気分は腸の状態に大きく左右されます。ストレスや不安が腸

の不調を招く一方、腸内環境を整えることで心が落ち着くこともあります。 

つまり「腹を据える」という日本語表現は単なる比喩ではなく、腸を中心

とした丹田の安定が、精神的な落ち着きと直結しているのです。 

 

３．腸と免疫力 

腸の役割は消化・吸収にとどまりません。人体の免疫機能の約７割が腸に

存在するといわれています。これは腸管免疫と呼ばれる概念で、腸壁に集まる

パイエル板（腸管関連リンパ組織）が全身の免疫細胞の大部分を担うことが、

現代の免疫学によって明らかになっています。 

腸内には無数の細菌（腸内フローラ）が住みつき、それが免疫の働きを調

節しています。 

もし腸内環境が乱れれば、免疫機能は低下し、病気にかかりやすくなりま

す。逆に腸内環境を整えることで、体は外敵に強くなり、健康を維持できます。 

この事実は、エデンの園の中央に命の木があると記された聖書の内容と深

く共鳴しています。 

 

４．イエスが語られた「腹から生ける水」 

新約聖書でイエスはこう語られました。 

「わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その腹から生け
る水が川となって流れ出るであろう」（ヨハネ福音書７章 38節） 

ここで注目すべきは「腹から」という表現です。生命の水が腹から流れ出

ると語られているのは偶然ではありません。 

まさに丹田＝腸の位置から全身に生命の流れが広がることを指し示してい

ます。 

腸が免疫をつかさどり、生命力を支えているという現代科学の知見は、こ

の聖句の意味をより鮮やかに映し出しています。 

 



５．善悪を知る木との対比 

命の木に対して、もう一つの木―善悪を知る木―が存在しました。これは

人間の知識と判断を象徴しており、身体で言えば脳に対応します。 

  善悪を知る木 ＝ 脳（知識・判断・思考） 

  命の木    ＝ 丹田・腸（生命・直感・免疫） 

現代人は知識に偏りすぎ、頭脳中心の生活を送ることで、しばしば生命の

中心である丹田から切り離されてしまっています。 

その結果、ストレスに弱く、免疫を損ない、心身のバランスを崩してしま

うのです。 

 

６．第２回のまとめ 

命の木は遠い昔の神話ではなく、今も私たちの腹の中に息づいています。 

腸は生命を支える中心であり、免疫の源であり、精神を安定させる要です。 

丹田に意識を集中させ、腸を整え、腹から生ける水が流れ出るように生き

ることこそ、失われた命の木に立ち返る道なのです。 

エデンの園の物語は、単に人類の始まりを語るだけではなく、現代の私た

ちの身体と直結した「生命の地図」だったのです。 

 

 

第３回 善悪を知る木＝脳・知識偏重と人間の堕落 

 

創世記のエデンの園には二つの木がありました。一つは「命の木」、もう

一つは「善悪を知る木」です。聖書は明確にこう語ります。 

「また主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土から
はえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る木とをはえさせら
れた。」（創世記２章９節・口語訳 以下同） 



この二つの木は単なる象徴的存在ではなく、人間の身体と精神の構造その

ものを指し示していると考えることができます。「命の木」は丹田＝腸を、

「善悪を知る木」は脳を象徴しています。 

 

１．丹田と脳は主体と対象の関係 

本来、人間の生命において、主体であるべきなのは命の木＝丹田です。丹

田は生命の源であり、腸を中心に身体の免疫とバランスを支える場所です。こ

こが安定しているとき、人間は心身ともに調和を保ちます。 

一方、善悪を知る木＝脳は対象であるべき存在でした。脳は知識や判断を

生み出しますが、それは命の中心に従属して働くときにこそ調和をもたらすの

です。主体である丹田が命を養い、その導きに従って脳が知識を活用すること

が、本来の秩序だったのです。 

※脳と心は密接な関係がありますが、まったくの別物です。脳が心なので

もなく、脳から心が生じるのでもありません。 

 

２．取って食べたのは「善悪を知る木」の実 

しかし、人類の歴史の始まりは、その秩序の逆転から始まります。その逆

転は突然起きたのではありませんでした。神の禁じた実を食べるよう誘ったの

はヘビ（聖書的には誘惑する霊的存在）であり、まずエバが食べ、次にアダム

が食べました（創世記３章１～６節）。この出来事は、人間が外からの誘惑に

よって生命の秩序を崩してしまったことを示しています。聖書はこう記してい

ます。 

「主なる神は言われた、『見よ、人はわれわれのひとりのようにな
り、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ、命の木からも取って
食べ、永久に生きるかも知れない』。」（創世記３章 22 節） 

アダムとエバが実際に「取って食べた」のは、「命の木」ではなく「善悪

を知る木」の実でした。その瞬間、人間は「善悪を知るもの」となり、知識の

領域に偏った存在へと変わってしまったのです。 

この出来事は堕落を意味します。すなわち、生命の主体である丹田（腸）

から離れ、対象であるべき脳や知識を中心に据えてしまったのです。 

 

３．知識偏重の人類史 



この逆転は人類の歴史に深い影響を及ぼしました。知識や理性を過度に重

視する文明の歩みは、科学技術や社会制度の発展をもたらしましたが、同時に

心身の不調和をも生み出しました。 

・知識の蓄積が進む一方で生命の根源を忘れる。 

・頭で考えることは得意でも腹の声を聞くことができない。 

・知恵は増しても心の平安と生命力は失われていく。 

現代人が抱えるストレスや免疫力の低下、精神の不安定さは、この「知識

偏重」の結果に他なりません。 

 

４．イエスの視点からの復帰 

イエスは人々にこう語られました。 

「わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その腹から生け
る水が川となって流れ出るであろう」（ヨハネ福音書７章 38節） 

ここで示されているのは、「腹から」流れ出る命の水です。すなわち丹田

こそが命の源泉であり、そこから全身へ、さらには他者へと命が流れ出ていく

のです。 

イエスが語った復帰の道は、人類が失った主体と対象の秩序を取り戻すこ

とです。つまり、命の木＝丹田を主体に据え、善悪を知る木＝脳を対象として

正しく従わせることです。 

 

５．善悪を知ることの限界 

知識や善悪の判断は人間にとって必要なものです。しかし、それが中心に

なると必ず限界や対立を生みます。知識は人を誇らせ、時に他者を裁く武器と

なり、また善悪の判断は争いを引き起こします。 

一方、丹田＝命の木を中心に置くとき、人は安定と調和を得ます。そこか

ら生まれる知識は、人を生かし、共同体を支える方向へと働きます。 

 

６．第３回のまとめ 



本来、命の木＝丹田（腸）が主体であり、善悪を知る木＝脳は対象である

べきでした。しかし、アダムとエバが「善悪を知る木の実を取って食べた」こ

とによって、秩序は逆転し、人類は知識偏重の歴史を歩むことになりました。 

その結果、生命の根源から離れた人間は不安と争いに満ちた存在となりま

した。しかし聖書は最後に命の木の復帰を語ります。 

「都の大通りの中央を流れている。川の両側にはいのちの木があっ
て、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民
をいやす。」（ヨハネの黙示録 22章２節） 

命の木に立ち返るとは、丹田を中心に据える生き方を回復することです。

頭ではなく腹を主体とし、知識はそれに従う対象として用いるとき、人は本来

の調和と命の力を取り戻すことができるのです。 

 

 

特別編（第 3.5回） 三つの中心軸―知・情・意を統合す

る自我 

 

これまでの記事では、命の木＝丹田（主体）と善悪を知る木＝脳（対象）

の二極構造を中心に考察してきました。 

しかし、人間という存在をより深く理解するためには、もう一つ重要な観

点を加える必要があります。それは「三つの中心軸」という視点です。 

人間には、脳・丹田・心臓という三つの中心があり、それぞれが知・情・

意に対応しています。そして、これらを統合するのが自我です。 

 

１．人間の三つの中心 

人間の体は、単なる器官の集合ではありません。霊的な象徴として三つの

中心軸を持っています。 

脳＝知 

脳は思考と判断の中枢です。善悪を知り、理性を働かせ、知識を積み重ね

ます。聖書で「善悪を知る木」として象徴されたのが脳の働きに相当します。 



丹田＝情 

腹に位置する丹田は、感情と直感、そして生命の根源を支える場です。腸

は免疫や精神の安定にも直結しており、「腹を据える」「腹で決める」という

言葉に示されるように、人間の情の中心です。 

心臓＝意 

心臓は血を送り出し、生命を推進する器官です。行動と意志を生み出す中

心でもあります。「心を定める」「勇気を持つ」という表現は、心臓が意志と

結びついていることを示しています。 

なお、英語では心臓を「ハート（heart）」と呼び、感情や愛のシンボルと

して広く用いられています。そのため、心臓を「情」と結びつけるイメージを

持つ方もいるかもしれません。しかし、このシリーズでは感情・直感・生命の

根源を丹田（腸）に対応させています。心臓に「情」も重ねてしまうと、丹田

との区別が曖昧になり、三つの中心の役割がぼやけてしまいます。そこで心臓

には「意」、すなわち意志・行動力・推進力を当てています。拍動を止めるこ

となく生命を動かし続ける心臓は、まさに意志の臓器と言えるでしょう。 

 

２．イエスのみ言と三つの中心 

イエスは次のように語られました。 

「心をつくし、精神をつくし、思いをつくし、力をつくして、主な
るあなたの神を愛せよ」（マルコ福音書 12章 30節・口語訳・以下
同） 

ここに「心・精神・思い・力」という表現が重ねられていますが、これは

人間の全存在を挙げて神を愛せという命令です。 

その背景には、人間が多次元的な中心を持っているという理解があります。 

脳（思い）、丹田（心・情）、心臓（力・意志）が一つに合わさって、初

めて人間は全体として神に向かうことができるのです。 

 

３．自我の役割 

では、この三つの中心はどのように統合されるのでしょうか。それをまと

めるのが自我です。 



自我は、脳・丹田・心臓の三つの力を調和させる司令塔のような役割を持

っています。自我が健全に働くとき、知・情・意は調和し、統一された人格を

形成します。 

しかし自我が弱まると、いずれか一つが暴走して不調和を招きます。 

・知に偏れば、理屈ばかりで冷たい人間になります。 

・意に偏れば、頑固で融通の利かない人間になります。 

・情に偏れば、感情に流されやすくなります。 

自我が三つの中心をバランスよくまとめるとき、人は調和のとれた存在と

なるのです。 

 

４．堕落と不調和 

創世記の失楽園の物語は、この三つの中心の不調和を象徴的に描いていま

す。 

人間は命の木＝丹田を主体とする秩序を失い、善悪を知る木＝脳を中心に

据えてしまいました。その結果、知が暴走し、情と意が従属させられる形にな

りました。 

自我は調和を失い、生命の中心は喪失されました。これこそが「失楽園」

の一側面です。現代人が知識や情報に偏り、ストレスや心身の病を抱える姿は、

この不調和の延長にあります。 

 

５．復帰の道 

しかし、イエスはこのように語られました。 

「わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その腹から生け
る水が川となって流れ出るであろう」（ヨハネ福音書７章 38節） 

ここで示されているのは、再び丹田＝情を中心に据えることです。そして

自我が正しく機能するとき、脳＝知と心臓＝意がバランスを取り戻し、三つの

中心は調和します。 

さらに黙示録は、復帰された命の木が人々を癒すと記しています（黙示録

22章２節）。これは人間の三つの中心が神とつながり直し、調和を取り戻す

ビジョンを象徴しています。 



 

６．現代人への示唆と教訓 

現代社会は「知」に大きく偏っています。情報社会、AI、データ主義は脳

の働きを際限なく肥大させましたが、一方で「情」は軽視され、「意」は知に

従属させられ、心身の不調や言いようのない息苦しさを抱える人も少なくあり

ません。 

この時代に必要なのは三つの中心の調和です。人間には、脳・丹田・心臓

という三つの中心軸があり、それぞれが知・情・意に対応し、これらを統合す

るのが自我です。 

失楽園とは、この三つの中心の不調和であり、復帰とは三つの中心を調和

させ、再び命の木＝丹田を主体に据えることです。 

聖書の物語は、単なる神話ではなく、人間の身体と霊性の奥深さを私たち

に教えてくれています。 

 

 

第４回 エデンの四つの川＝人体の循環系 

 

創世記におけるエデンの園は、命の木と善悪を知る木が置かれた「生命の

中心」として描かれています。しかし、そこにもう一つ重要な要素があります。

それは園から流れ出た川です。聖書にはこのように書かれています。 

「また一つの川がエデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四
つの川となった。」（創世記２章 10節・口語訳、以下同） 

エデンから流れ出た川は一本でしたが、それが分かれて四つの源流となり

ました。この四つの川は、人体における循環のシステムを象徴していると読む

ことができます。 

そして、それぞれには対応する中心器官が存在します。血液、リンパ、神

経、経絡（気）。これらは命の木＝丹田を源として流れ出し、人間を全体とし

て生かしているのです。 

 



１．川の象徴性と全体性 

四という数字は、聖書において「全体」や「完成」を示すことが多くあり

ます。四季、東西南北、四大元素。いずれも全体性を表すものです。 

エデンの川が四つに分かれるという記述は、生命の源が全身に広がり、全

てを満たすことを意味しています。 

人体においても、生命の流れは全身に張り巡らされ、部分ではなく全体を

潤しています。その流れの象徴を「川」として表現した創世記の描写は、極め

て直観的で普遍的な表現だったのです。 

 

２．第一の川―血液の流れ（心臓） 

最もわかりやすいのは血液です。血液は心臓を中心に全身を巡り、酸素や

栄養を運び、不要物を回収します。血液の循環なくして人間は一瞬たりとも生

きることができません。 

エデンの川が園を「潤した」とあるように、血液もまた全身を潤し、生命

を支えています。 

血は命そのものであり、旧約律法が「血を食べることを禁じた」のも、血

に命が宿ることを理解していたからに他なりません。血液はまさに「命の川」

です。そしてその中心は心臓にあります。 

 

３．第二の川―リンパの流れ（胸腺） 

次にリンパ系です。リンパは体内の余分な水分を回収し、免疫機能を担っ

ています。リンパの流れが滞ると体はむくみ、免疫も低下します。 

リンパ系の象徴的中心は胸腺です。胸腺は心臓の前方上部に位置し、Tリ

ンパ球を育て、免疫機能の根本を形づくります。幼少期には特に活発で、まさ

に「身体を守るための砦」として働きます。 

心臓が「生かす」中心なら、胸腺は「守る」中心です。両者が胸の中央に

並んで存在していることは、象徴的にも「園を耕し、守る」（創世記２章 15

節）の使命と深く重なります。 

「主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、
これを守らせられた。」（創世記２章 15節） 

 



４．第三の川―神経の流れ（脳） 

人間の体には神経が網の目のように張り巡らされ、脳と全身をつなげてい

ます。電気信号が走り、感覚や運動を制御します。 

神経の流れは目には見えませんが、確かに存在し、瞬時に全身をつなぐ不

可欠なシステムです。 

これはエデンの川の「速さ」とも結びつきます。川は静かに流れる一方で、

ときに急流となり、一瞬で広がります。 

神経の伝達もまた、瞬間的に体の隅々まで信号を行き渡らせる「光のよう

な川」と言えるでしょう。その中心は脳にあります。 

 

５．第四の川―経絡の流れ（丹田） 

最後に「気の流れ」です。東洋医学や武道では、気は生命エネルギーの根

源とされ、呼吸や丹田を通して全身に巡ると考えられてきました。この気が具

体的に流れる通路を「経絡」と呼びます。 

経絡は十二経脈を中心に全身を網の目のように走り、ツボを通じて内臓や

筋肉の働きを調整しています。 

そして、丹田は気を蓄える場所であり、経絡の働きによって全身に気を巡

らせます。したがって「経絡の川」の源泉は丹田にあるといえます。 

経絡は血液やリンパのように物質として確認できないものの、確かに存在

し、人を生かす力を与えます。ですから、経絡は、命の木＝丹田を源として全

身を潤す「霊的な川」として働き、人の内外をつなぐ役割を果たしているので

す。 

 

６．四つの川と中心器官の対応 

ここで整理すると、四つの川と対応する中心は次のようになります。 

  血液の川 → 心臓（生命を生かすポンプ） 

  リンパの川 → 胸腺（免疫を育む砦） 

  神経の川 → 脳（伝達の司令塔） 

  経絡の川 → 丹田（エネルギーの源泉） 



四つの川と四つの中心はそれぞれ独立しているようで、すべては一つの源

から流れ出しています。その源が命の木＝丹田です。 

 

７．四つの中心の中心―丹田と自我 

四つの川が全身を潤すように、心臓・胸腺・脳・丹田という四つの中心は

人間を生かしています。しかし、その「より中心」にあるのは丹田です。丹田

は命の木であり、生命の根源です。 

さらに重要なのは、知（脳）・情（丹田）・意（心臓）の三中心を統べる

自我が、丹田と密接につながっているという点です。 

自我は三つの中心を統合し、人格を形づくりますが、その根を丹田に据え

るとき、人は真に安定し、調和します。逆に脳を中心に据えると、自我は知識

偏重となり、調和を失います。 

丹田は四つの川の源泉であると同時に、知・情・意をつなぐ自我の拠点で

もあるのです。 

 

８．現代への示唆 

現代人の生活は、この川の流れを滞らせています。運動不足による血行不

良、ストレスや不摂生によるリンパの停滞、情報過多による神経の過敏、そし

て浅い呼吸による気の不足。 

エデンの川が流れ出なければ園は枯れてしまうように、人体の川の流れが

滞れば心身は不調に陥ります。四つの中心を養い、その源である丹田に立ち返

ることこそ、現代人に与えられた課題です。 

 

９．第４回のまとめ 

エデンから流れ出た四つの川は、血液、リンパ、神経、経絡という四つの

循環を象徴し、その中心は心臓、胸腺、脳、丹田に対応しています。 

そして、四つの中心のさらに中心が丹田です。丹田は命の木として生命を

養う源であり、自我と直結する場でもあります。 



聖書が描くエデンの園は、遠い昔の神話ではなく、今この身体の中に生き

ている現実です。川を豊かに流し、命の木を養うことこそ、私たちの健康と霊

的復帰の道なのです。 

 

補足：人体の模式図イメージ 

人間の身体を一つの園に見立てて正面から観察すると、四つの中心が縦に

並んでいるのが見えてきます。 

頭部の脳は神経の司令塔であり、「知」の川を統べる中心です。ここから

瞬時に信号が全身へと走ります。 

胸の中央左寄りの心臓は血液循環のポンプであり、「意」の川を押し出す

中心です。命を動かす力がここから生まれます。 

心臓の前方上部に位置する胸腺は免疫を育み、「守りの川」であるリンパ

の中心です。身体を外敵から守る砦です。 

下腹部の丹田は命の木にあたり、「情」の川＝経絡と気の源泉です。生命

エネルギーを蓄え、全身に流れを生み出します。 

これら四つの中心は、一本の軸のように人体の正中線上に配され、それぞ

れ異なる役割を担いつつも、すべてが丹田を根として結びついています。 

そして、丹田に直結する自我が知・情・意を統合し、人間を全体として調

和させているのです。 

 

 

第５回 園を耕す＝身体を養う 

 

エデンの園の物語は、命の木と善悪を知る木、そして四つの川を中心に描

かれています。しかし、この園に置かれたアダムには、もう一つの重要な使命

が与えられていました。それは「園を耕し、守る」ことです。 

 



１．神が人に与えた使命 

創世記にはこのように記されています。 

「主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、
これを守らせられた。」（創世記２章 15節・口語訳、以下同） 

これは単なる農業労働を意味しているのではありません。エデンの園を

「耕し、守る」とは、人間に与えられた身体＝小宇宙を整え、養い、正しく管

理することを象徴しています。 

人間の体は、神から与えられた最も大切な「園」です。命の木＝丹田を中

心に、血液、リンパ、神経、経絡という四つの川が流れ、全身を潤しています。

この身体を健やかに保つことこそ、園を耕す使命を果たすことです。 

 

２．耕すとは「養生」である 

園を耕すとは、土地を荒らさず、草木を育むことです。人体に置き換える

と、それは日々の養生のことを意味します。 

・呼吸を整えること：深い呼吸は丹田を養い、気を充実させます。浅い呼

吸は心身を弱めます。 

・食を節すること：自然な食事は腸を整え、命の木を養います。暴飲暴食

や加工食品の取りすぎは園を荒らす行為です。 

・体を動かすこと：運動は血液とリンパの流れを促し、川を豊かに流しま

す。怠惰は川を滞らせ、園を枯らせます。 

・心を澄ますこと：ストレスや怒りは神経の流れを乱し、経絡の気を塞ぎ

ます。感謝と祈りは心を澄ませ、流れを豊かにします。 

園を耕すとは、すなわち自分の身体を丁寧に整える養生の実践です。 

 

３．守るとは「節制」である 

神はアダムに園を守る使命も与えました。守るとは、外敵から園を保護す

ることです。人体においては、生活習慣の乱れや欲望の暴走から自分を守るこ

とに当たります。 

・過度な飲酒や喫煙は園を荒らします。 

・睡眠不足や過労もまた園を枯らせます。 



・怒りや妬みといった負の感情は川の流れを濁らせます。 

園を守るとは、節制をもって自分の体と心を正しく管理することです。 

 

４．失楽園と身体の荒廃 

創世記の３章には、人間がエデンの園から追い出されたと記録されていま

す。 

「そこで主なる神は彼をエデンの園から追い出して、人が造られた
その土を耕させられた。」（創世記３章 23節） 

これを身体論的に解釈すれば、人が本来与えられた内なる園を見失い、外

側の世界に囚われてしまった姿です。 

知識や欲望に支配され、身体を養うことを忘れ、園は荒廃してしまいまし

た。現代人の生活習慣病や心身の不調は、この「失楽園」の延長線上にあると

言えるでしょう。 

 

５．内なる園の復帰 

しかし、聖書は希望を語ります。ヨハネの黙示録には、再び命の木が登場

し、その葉は諸国を癒すと記されています（黙示録 22章２節）。 

これは、荒廃した園が再び復帰されることを意味します。現代的に言えば、

丹田を意識し、腸を整え、呼吸を深め、食を正し、心を澄ますことです。そう

することで、四つの川は再び豊かに流れ出し、園は潤いを取り戻します。 

園を耕し、守るとは、単に健康法にとどまらず、霊的な使命でもあります。

自らの身体という園を整えることは、神から与えられた命を尊ぶことなのです。 

 

６．第５回のまとめ 

「園を耕し、守る」という聖書の言葉は、私たちにとって今なお生きた使

命です。 

エデンの園は私たちの身体であり、命の木は丹田にあります。血液、リン

パ、神経、経絡という川は、日々の生活の仕方によって潤うことも枯れること

もあります。 



呼吸を整え、食を節し、体を動かし、心を澄ます――これらの養生と節制

は、園を耕し、守ることそのものです。そして、その実践を通じて、私たちは

再び内なるエデンを復帰し、命の木の実を味わう道が開かれるのです。 

 

 

第６回 失楽園と生命の中心の喪失 

 

エデンの園に置かれた人間には、命の木と善悪を知る木の二つが与えられ

ていました。本来は命の木＝丹田が主体となり、善悪を知る木＝脳がそれに従

う対象となるはずでした。 

しかし、人はその秩序を逆転させ、生命の中心を見失いました。この出来

事が「失楽園」として語られ、今なお人類の生に影を落としています。 

 

１．禁じられた木の実 

創世記には次のように記録されています。 

「主なる神はその人に命じて言われた、『あなたは園のどの木から
でも心のままに取って食べてよろしい。しかし善悪を知る木からは
取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであ
ろう』。」（創世記２章 16～17節・口語訳、以下同） 

神は命の木を禁じたのではなく、善悪を知る木を禁じました。ところがア

ダムとエバはこの実を取って食べ、善悪を知る者となりました。 

この行為は、生命の根源から離れ、知識に偏った存在となることを意味し

ています。 

 

２．生命の中心からの逸脱 

命の木は丹田＝腸を象徴します。ここは生命力を生み出し、免疫を司り、

精神を安定させる場です。本来はこの生命の中心を主体に据え、脳はそれを助

ける対象として働くべきでした。 



しかし、人間は善悪を知る木＝脳を中心に据えてしまいました。その結果、

頭で考えることは得意になりましたが、腹で感じ、生命とつながる力を失いま

した。つまり、人は命の木から切り離され、生命の中心を喪失してしまったの

です。 

 

【補足：目が開け、腰を覆った象徴】 

アダムとエバが禁じられた実を食べた直後の描写はこう記されています。 

「すると、ふたりの目が開け、自分たちの裸であることがわかった
ので、いちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。」（創世記３
章７節） 

ここには堕落の本質が象徴的に示されています。 

まず「ふたりの目が開け」とは、善悪を知る木＝脳の領域が開かれたこと

を意味します。それは知識や判断力が肥大化し、理性中心の存在へと偏ってい

ったことを象徴しています。 

人間は本来、命の木＝丹田を主体とし、脳は対象であるべきでしたが、秩

序が逆転した結果、「知の目」が開かれ、知識偏重の生き方へと転落してしま

ったのです。 

さらに「腰に巻いた」とあるのは、開かれていた腰＝丹田を覆い隠したこ

とを示しています。丹田は命の木であり、生命の根源です。 

本来はここに意識を据え、開かれた状態で生きるべきでした。しかし、堕

落後の人間はその中心を隠し、生命の源泉から目を背けてしまいました。 

つまりこの一節は、脳の過剰な覚醒（知識偏重）と丹田の喪失（生命中心

の隠蔽）という二重の断絶を象徴しているのです。 

 

３．死の支配 

アダムとエバが善悪を知る木の実を食べた後のことについて、聖書にはこ

のように記録されています。 

「主なる神は言われた、『見よ、人はわれわれのひとりのようにな
り、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ、命の木からも取って
食べ、永久に生きるかも知れない』。そこで主なる神は彼をエデン
の園から追い出して、人が造られたその土を耕させられた。」（創
世記３章 22～23節） 



命の木から切り離された人間は「永遠の命」を失い、死の支配の下に置か

れました。これは単なる肉体の死を意味するのではなく、生命の根源を見失っ

た存在の在り方を示しています。 

 

４．知識偏重の人類史 

その後の人類の歴史は、知識と理性の発展の歴史でもありました。科学や

技術は進歩し、物質文明は栄えました。しかし、その一方で、人間は生命の中

心からますます遠ざかりました。 

・知識は増えたが生命力は弱まった。 

・便利さは増えたが心の平安は失われた。 

・脳は肥大化したが腹の声は聞こえなくなった。 

現代人が抱えるストレス、免疫力の低下、孤独感や不安感は、この「失楽

園」の延長線上にあります。 

命の木＝丹田を主体とする秩序を忘れ、脳＝善悪を知る木を中心に据えた

結果です。 

 

５．現代へのメッセージ 

失楽園とは過去の物語ではありません。現代社会に生きる私たちもまた、

知識や情報に溺れ、頭でばかり考え、腹の感覚を失っています。これこそが生

命の中心の喪失です。 

しかし、呼吸を整え、丹田に意識を置き、腸を養うことで、私たちは再び

命の木に近づくことができます。生命の主体を丹田に置き直し、脳を対象とし

て正しく用いるとき、人間は本来の調和を取り戻すのです。 

 

 

第７回 丹田から流れ出る生ける水 

 



失楽園の物語は、生命の中心を失った人間の姿を描きました。知識に偏り、

丹田を隠し、命の木から遠ざけられた人類。 

しかし、聖書はそこで終わりません。新約聖書において、イエスは人類に

命の木を取り戻す道を示されました。 

 

１．腹から流れる生ける水 

イエスはこのように語られました。 

「わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その腹から生け
る水が川となって流れ出るであろう」（ヨハネ福音書７章 38節・口
語訳、以下同） 

「腹から」という言葉は決して偶然ではありません。創世記３章７節で、

人間が堕落したときのことが記録されていますが、「ふたりの目が開け」とは、

人間が知識偏重に陥ったことを象徴し、いちじくの葉を「腰に巻いた」という

のは、生命の中心に位置する丹田がふさがってしまったことを象徴しています。 

しかし、イエスはその反対の道を示されました。覆われた丹田を再び開き、

腹から生ける水が流れ出る道を復帰されたのです。 

 

２．丹田を主体に据え直す 

本来、命の木＝丹田が主体であり、善悪を知る木＝脳は対象であるべきで

した。ところが堕落によって「目が開け」、脳が中心となり、秩序は逆転しま

した。 

イエスは丹田を主体に据え直し、脳を正しく対象として働かせる道を開か

れました。 

これは単に宗教的救いではなく、人間存在そのものの復帰を意味していま

す。生命の根源に立ち返ることこそが、イエスの示された復帰の道です。 

 

３．個人から始まる 

この復帰は、歴史や国の制度の前に、まず個人の内面から始まります。 

腹に意識を置き、深く呼吸し、生命の源泉とつながるとき、人は内側から

新しい命を体験します。 



イエスはニコデモとの対話の中でこう言われました。 

「あなたがたは新しく生まれなければならないと、わたしが言った
ことを不思議に思ってはならない。」（ヨハネ福音書３章７節） 

この「新しく生まれる」とは、命の木＝丹田を中心に据え直すことに他な

りません。 

そして、聖書において水は命の象徴です。ノアの洪水、荒野の岩から湧い

た水、イエスのバプテスマ。いずれも命を生み出す水の出来事でした。 

イエスが語った「腹から生ける水」とは、命の木＝丹田を源泉とする新し

い生命の流れを指しています。 

 

４．復帰されたエデンのビジョン 

ヨハネの黙示録には、復帰されたエデンの姿が描かれています。 

「都の大通りの中央を流れている。川の両側にはいのちの木があっ
て、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民
をいやす。」（ヨハネの黙示録 22章２節） 

命の木は再び登場し、人々を癒やす存在となります。かつて「腰に巻いて」

隠された命の木が、今度は開かれ、全ての人をいやす木となるのです。 

 

５．第７回のまとめ 

イエスが示された復帰の道は、堕落で閉ざされた丹田を再び開き、腹から

命の水を湧き出させることでした。 

脳の「目」が開いて知識偏重になった人間に、再び命の木を主体として据

え直す道を与えられました。 

この復帰は、私たちの内から始めることができます。腹に命を感じ、命の

木を育てるとき、失われたエデンが再び復帰される道が開かれます。 

 

 

第８回 総まとめ：人体に内在する聖書的地図 



 

創世記のエデンの園の物語は、単なる神話や伝説ではなく、人間の身体そ

のものを映し出す「霊的地図」です。 

命の木、善悪を知る木、四つの川、園を耕す使命、失楽園、そしてイエス

による復帰―これらはすべて人体と霊的な命に結びついています。 

ここで全体を振り返り、体系的に整理してみましょう。 

 

１．エデンの園＝人体 

エデンの園は人間の身体そのものを象徴します。園を潤す川は循環系を、

中央にある木は生命の中心を示しています。 

 

２．命の木＝丹田（腸） 

園の中央の命の木は丹田を象徴します。腸は免疫の要であり、精神の安定

を支える「第二の脳」です。 

 

３．善悪を知る木＝脳 

善悪を知る木は脳を象徴します。本来は対象であるべき脳が、堕落によっ

て主体になってしまいました。 

「ふたりの目が開け…」（創世記３章７節） 

この「目が開け」は脳の領域が過剰に覚醒し、知識偏重になったことを意

味しています。 

 

４．四つの川＝循環器系 

エデンの川が四つに分かれたように、人体にも四つの循環器官があります。 

  第一の川＝血液（酸素と栄養を運ぶ命の川）＝心臓が中心 

  第二の川＝リンパ（免疫を司る防衛の川）＝胸腺が中心 



  第三の川＝神経（全身を瞬時につなぐ光の川）＝脳が中心 

  第四の川＝経絡（気の流れを導く霊的な川）＝丹田が中心 

これらの四つの中で、最も中心となるのは命の木＝丹田です。 

 

５．園を耕す＝身体を養う 

神が人に「園を耕し、守らせた」とあるように、私たちも身体を養い、健

康を保つ使命を負っています。 

 

６．失楽園＝生命の中心の喪失 

「…いちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。」（創世記３章
７節） 

これは丹田＝命の木を覆い隠したことを象徴しています。つまり、堕落と

は「脳の目が開いた（知識偏重）」と「腰を覆った（丹田の隠蔽）」という二

重の断絶でした。 

 

７．イエスが語られた復帰の約束 

イエスは「腹から生ける水」と語り、隠された丹田を再び開く道を示しま

した。ヨハネの黙示録では、復帰された命の木が諸国民を癒す姿を描いていま

す。 

 

８．おわりに 

エデンの園は人体の地図そのものです。脳、心臓、胸腺、丹田が中心をな

し、特に丹田は命の木として知・情・意を統合する場です。 

堕落によって脳が偏重し、丹田が覆われましたが、イエスによって再び腹

から命の水が流れ出す道が開かれました。命の木は遠い神話ではなく、今も私

たちの中に息づいています。 

 

【聖書の象徴と人体の対応・一覧】 



 

 

 


